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東
京
都
非
常
勤
職
員
の
公
務
災
害
等
に
伴
う
福
祉
事
業
の
実
施
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
十
二
月
二
十
四
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
九
十
一
号

東
京
都
非
常
勤
職
員
の
公
務
災
害
等
に
伴
う
福
祉
事
業
の
実
施
に
関
す
る
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
非
常
勤
職
員
の
公
務
災
害
等
に
伴
う
福
祉
事
業
の
実
施
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
年
東
京

都
規
則
第
二
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
認
め
た
」
を
「
認
め
る
」
に
、
「
者
又
は
」
を
「
者
、
」
に
、
「
の
表

に
掲
げ
る
」
を
「
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、
「
受
け
る
者
」
の
下
に
「
又
は
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設

に
準
ず
る
施
設
に
お
い
て
実
施
す
る
教
育
、
訓
練
、
研
修
、
講
習
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
教
育
訓
練
等
」
と
い
う
。
）
と
し
て
知
事
が
認
め
る
も
の
を
受
け
る
者
」
を
加

え
、
「
学
資
等
」
を
「
学
資
又
は
職
業
訓
練
若
し
く
は
教
育
訓
練
等
に
要
す
る
費
用
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
学
資
等
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
一
万
三
千
円
」
を
「
一
万
五

千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
一
万
七
千
円
」
を
「
二
万
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
者
又

は
」
を
「
者
、
」
に
、
「
こ
れ
」
を
「
こ
れ
ら
」
に
改
め
、
「
受
け
る
者
」
の
下
に
「
又
は
前
項
第
一

号
の
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
に
準
ず
る
施
設
に
お
い
て
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
、
義
務
教
育
学
校
の

後
期
課
程
若
し
く
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
を
修
了
し
た
者
若
し
く
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
学

力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
対
象
と
す
る
教
育
訓
練
等
を
受
け
る
者
」
を
加
え
、
「
一
万
六
千

円
」
を
「
一
万
九
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
者
又
は
」
を
「
者
、
」
に
、
「
（
前
号
に
掲
げ

る
も
の
を
除
く
。
）
を
受
け
る
者
」
を
「
を
受
け
る
者
（
前
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
」
に
改
め
、

「
職
業
訓
練
を
受
け
る
者
」
の
下
に
「
又
は
前
項
第
一
号
の
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
に
準
ず
る
施
設

に
お
い
て
教
育
訓
練
等
を
受
け
る
者
（
前
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

第
五
条
の
二
第
二
項
中
「
一
万
二
千
円
」
を
「
八
千
円
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
二
第
二
項
第
一
号
イ
中
「
千
五
百
四
十
万
円
」
を
「
千
四
百
三
十
五
万
円
」
に
改
め
、
同

号
ロ
中
「
千
五
百
万
円
」
を
「
千
三
百
九
十
五
万
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
千
四
百
六
十
万
円
」
を

「
千
三
百
五
十
万
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
八
百
七
十
五
万
円
」
を
「
八
百
六
十
五
万
円
」
に
改
め
、

同
号
ヘ
中
「
六
百
十
五
万
円
」
を
「
六
百
二
十
万
円
」
に
改
め
、
同
号
ト
中
「
四
百
八
十
五
万
円
」
を

「
五
百
万
円
」
に
改
め
、
同
号
リ
中
「
二
百
五
十
万
円
」
を
「
二
百
五
十
五
万
円
」
に
改
め
、
同
号
ヌ

中
「
百
九
十
五
万
円
」
を
「
二
百
万
円
」
に
改
め
、
同
号
ル
中
「
百
四
十
五
万
円
」
を
「
百
五
十
万

円
」
に
改
め
、
同
号
ヲ
中
「
百
五
万
円
」
を
「
百
十
万
円
」
に
改
め
、
同
号
ワ
中
「
七
十
五
万
円
」
を

「
八
十
万
円
」
に
改
め
、
同
号
カ
中
「
四
十
五
万
円
」
を
「
五
十
万
円
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
三
第
二
項
第
一
号
ロ
中
「
千
百
十
五
万
円
」
を
「
千
四
十
五
万
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二

号
ロ
中
「
千
百
十
五
万
円
」
を
「
千
四
十
五
万
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
ロ
中
「
七
百
八
十
万
円
」

を
「
七
百
三
十
万
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
ロ
中
「
四
百
四
十
五
万
円
」
を
「
四
百
二
十
万
円
」
に

改
め
る
。
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第
九
条
の
十
三
第
一
項
第
一
号
中
「
せ
き
髄
」
を
「
脊
髄
」
に
改
め
、
「
常
に
」
の
下
に
「
又
は
随

時
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
常
に
」
の
下
に
「
又
は
随
時
」
を
加
え
る
。

別
記
第
六
号
の
三
様
式
中

「
□�　

せ
き
髄
そ
の
他
神
経
系
統
の
機
能
又
は
精
神
に
著
し
い
障
害
を
残
し

（有
し

）、
常
に
介

護
を
要
す
る
者

（第
１
級

）

□�　

胸
腹
部
臓
器
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
残
し

（有
し

）、
常
に
介
護
を
要
す
る
者

（第
１

級

）

傷
病
等
級
第
１
級
又
は
障
害
等
級
第
１
級
に
最
初
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日

　
　

年　
　
月　
　
日

」
を

「
□�　

脊
髄
そ
の
他
神
経
系
統
の
機
能
又
は
精
神
に
著
し
い
障
害
を
残
し

（有
し

）、
常
に
介
護

を
要
す
る
者

（第
１
級

）

□�　

脊
髄
そ
の
他
神
経
系
統
の
機
能
又
は
精
神
に
著
し
い
障
害
を
残
し

（有
し

）、
随
時
介
護

を
要
す
る
者

（第
２
級

）

□�　

胸
腹
部
臓
器
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
残
し

（有
し

）、
常
に
介
護
を
要
す
る
者

（第
１

級

）

□�　

胸
腹
部
臓
器
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
残
し

（有
し

）、
随
時
介
護
を
要
す
る
者

（第
２

級

）

傷
病
等
級
第
１
級
若
し
く
は
第
２
級
又
は
障
害
等
級
第
１
級
若
し
く
は
第
２
級
に
最
初
に
該
当

す
る
こ
と
と
な
つ
た
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年　
　
月　
　
日

」
に

改
め
る
。附　

則

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２　

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
非
常
勤
職
員
の
公
務
災
害
等
に
伴
う
福
祉
事
業
の
実
施
に
関

す
る
規
則
（
以
下
「
改
正
後
の
規
則
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
（
次
項
に

規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
以
後
の
期
間
に
係
る
奨
学
援
護
金
に
つ
い
て

適
用
し
、
同
日
前
の
期
間
に
係
る
奨
学
援
護
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３　

改
正
後
の
規
則
第
五
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
並
び
に
同
項
第
三
号
の
規
定
（
「
一

万
六
千
円
」
を
「
一
万
九
千
円
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
以
後
の
期

間
に
係
る
奨
学
援
護
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
期
間
に
係
る
奨
学
援
護
金
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

期
間
に
係
る
奨
学
援
護
金
に
つ
い
て
の
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
あ
っ
て
は
、
同

項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
は
「
一
万
四
千
円
」
と
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
は
「
一
万
八
千
円
」
と

し
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
係
る
奨
学
援
護
金
に

つ
い
て
の
同
項
第
三
号
の
規
定
の
適
用
に
あ
っ
て
は
、
同
号
に
掲
げ
る
額
は
「
一
万
八
千
円
」
と
す

る
。

４　

改
正
後
の
規
則
第
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と

い
う
。
）
以
後
の
期
間
に
係
る
就
労
保
育
援
護
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
の
期
間
に
係
る
就

労
保
育
援
護
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
施
行
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
施
行
日
前
か
ら
引
き
続
き
第
五
条
の
二
第
一
項
に
該
当
す
る
者
に
対
す

る
改
正
後
の
規
則
第
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
八
千
円
」
と
あ
る

の
は
、
「
八
千
円
（
東
京
都
非
常
勤
職
員
の
公
務
災
害
等
に
伴
う
福
祉
事
業
の
実
施
に
関
す
る
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
令
和
六
年
東
京
都
規
則
第
百
九
十
一
号
）
の
施
行
の
日
前
か
ら
引
き
続

き
保
育
児
で
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
一
万
円
）
」
と
す
る
。

５　

改
正
後
の
規
則
第
九
条
の
二
第
二
項
第
一
号
の
規
定
（
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、

令
和
六
年
四
月
一
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
の
生
じ
た
障
害
補
償
の
受
給
権
者
に
つ
い
て
適
用
し
、

同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
の
生
じ
た
障
害
補
償
の
受
給
権
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

６　

改
正
後
の
規
則
第
九
条
の
二
第
二
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
支
給
す

べ
き
事
由
の
生
じ
た
障
害
補
償
の
受
給
権
者
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
の

生
じ
た
障
害
補
償
の
受
給
権
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７　

改
正
後
の
規
則
第
九
条
の
三
第
二
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
の
生
じ
た
遺

族
補
償
の
受
給
権
者
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
の
生
じ
た
遺
族
補
償
の
受

給
権
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８　

改
正
後
の
規
則
第
九
条
の
十
三
の
規
定
及
び
別
記
第
六
号
の
三
様
式
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
以
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後
に
支
給
す
べ
き
事
由
の
生
じ
た
長
期
家
族
介
護
者
援
護
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
支
給
す

べ
き
事
由
の
生
じ
た
長
期
家
族
介
護
者
援
護
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

９　

施
行
日
前
に
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
非
常
勤
職
員
の
公
務
災
害
等
に
伴
う
福
祉
事

業
の
実
施
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
改
正
前
の
規
則
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第

二
号
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
払
わ
れ
た
奨
学
援
護
金
の
う
ち
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
以
後
の
期

間
に
係
る
奨
学
援
護
金
は
、
改
正
後
の
規
則
第
五
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
（
附
則
第

三
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
よ
る
奨
学
援
護
金
の

内
払
と
み
な
し
、
改
正
前
の
規
則
第
五
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
払
わ
れ
た
奨
学
援

護
金
の
う
ち
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
以
後
の
期
間
に
係
る
奨
学
援
護
金
は
、
改
正
後
の
規
則
第

五
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
（
附
則
第
三
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場

合
を
含
む
。
）
に
よ
る
奨
学
援
護
金
の
内
払
と
み
な
す
。

10　

施
行
日
前
に
、
改
正
前
の
規
則
第
九
条
の
二
第
二
項
第
一
号
（
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
規
定
を
除

く
。
）
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
払
わ
れ
た
障
害
特
別
援
護
金
の
う
ち
、
令
和
六
年
四
月
一
日
以
後
の

期
間
に
係
る
障
害
特
別
援
護
金
は
、
改
正
後
の
規
則
第
九
条
の
二
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
障

害
特
別
援
護
金
の
内
払
と
み
な
す
。

11　

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
改
正
前
の
規
則
別
記
第
六
号
の
三
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す

る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

職
員
の
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
十
二
月
二
十
四
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
九
十
二
号

職
員
の
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
東
京
都
規
則
第
百
六
十
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
の
表
中
「
一
七
、
四
〇
〇
円
」
を
「
一
七
、
八
〇
〇
円
」
に
、
「
二
一
、
七
〇
〇

円
」
を
「
二
二
、
二
〇
〇
円
」
に
、
「
三
〇
、
一
〇
〇
円
」
を
「
三
〇
、
九
〇
〇
円
」
に
、
「
三
八
、

二
〇
〇
円
」
を
「
三
九
、
二
〇
〇
円
」
に
、
「
三
八
、
四
〇
〇
円
」
を
「
三
九
、
四
〇
〇
円
」
に
、

「
三
四
、
六
〇
〇
円
」
を
「
三
五
、
五
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。

附　

則

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
給
料
の
調
整
額
に

関
す
る
規
則
（
以
下
「
改
正
後
の
規
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
適
用

す
る
。

２　

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正

前
の
職
員
の
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
規
定
に
よ
り
既
に
支
給
さ
れ
た
給
料
の
調
整
額
は
、

改
正
後
の
規
則
の
規
定
に
よ
る
給
料
の
調
整
額
の
内
払
と
み
な
す
。

非
常
勤
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
十
二
月
二
十
四
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
九
十
三
号

非
常
勤
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

非
常
勤
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
七
年
東
京
都
規
則
第
八
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
一
万
分
の
一
万
二
百
三
十
七
・
五
」
を
「
一
万
分
の
一
万
一
千
百
四
十
七

・
五
」
に
改
め
る
。

附　

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
非
常
勤
職
員
の
報
酬
等
に
関

す
る
条
例
施
行
規
則
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
は
、
令
和
六
年
十
二
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
十
二
月
二
十
四
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
九
十
四
号

職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
東
京
都
規
則
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
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う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
四
第
一
項
第
一
号
中
「
一
万
分
の
九
千
九
百
」
を
「
一
万
分
の
一
万
七
百
八
十
」
に
、

「
一
万
分
の
一
万
三
千
四
百
九
十
九
」
を
「
一
万
分
の
一
万
四
千
六
百
九
十
九
」
に
改
め
、
同
項
第
三

号
中
「
一
万
分
の
二
万
二
千
五
百
」
を
「
一
万
分
の
二
万
五
千
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
一
万
分

の
一
万
十
二
・
五
」
を
「
一
万
分
の
一
万
九
百
二
・
五
」
に
、
「
一
万
分
の
一
万
六
千
五
百
」
を
「
一

万
分
の
一
万
八
千
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
一
万
分
の
一
万
百
二
十
五
」
を
「
一
万
分
の
一
万
一

千
二
十
五
」
に
、
「
一
万
分
の
一
万
五
千
五
百
」
を
「
一
万
分
の
一
万
七
千
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号

中
「
一
万
分
の
五
千
二
百
八
十
」
を
「
一
万
分
の
五
千
七
百
二
十
」
に
、
「
一
万
分
の
七
千
百
九
十

九
」
を
「
一
万
分
の
七
千
七
百
九
十
九
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中
「
一
万
分
の
五
千
七
百
八
十
五
」

を
「
一
万
分
の
六
千
二
百
三
十
」
に
、
「
一
万
分
の
九
千
」
を
「
一
万
分
の
八
千
五
百
」
に
改
め
、
同

項
第
八
号
中
「
一
万
分
の
四
千
八
百
九
十
五
」
を
「
一
万
分
の
五
千
三
百
四
十
」
に
改
め
、
同
項
第
九

号
中
「
一
万
分
の
四
千
九
百
五
十
」
を
「
一
万
分
の
五
千
四
百
」
に
、
「
一
万
分
の
六
千
五
百
」
を

「
一
万
分
の
七
千
」
に
改
め
る
。

附　

則

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２　

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
第
三
条
の
四
第
一
項
の
規
定
は
、

令
和
六
年
十
二
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

訓
　
　
　
令

◉
東
京
都
訓
令
第
三
十
六
号

庁

中

一

般

事

業

所

宿
日
直
手
当
支
給
規
程
（
昭
和
三
十
五
年
東
京
都
訓
令
甲
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

令
和
六
年
十
二
月
二
十
四
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

第
二
条
の
表
中
「
六
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
六
、
一
〇
〇
円
」
に
、
「
三
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
三
、
〇

五
〇
円
」
に
、
「
六
、
六
〇
〇
円
」
を
「
六
、
七
〇
〇
円
」
に
、
「
三
、
三
〇
〇
円
」
を
「
三
、
三
五

〇
円
」
に
改
め
る
。

附　

則

１　

こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
後
の
宿
日
直
手
当
支
給
規
程
（
以
下
「
改
正
後
の
規
程
」
と
い
う
。
）
の

規
定
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
以
後
の
日
か
ら
始
ま
る
宿
日
直
勤
務
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２　

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
こ
の
訓
令
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
、
こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正

前
の
宿
日
直
手
当
支
給
規
程
の
規
定
に
よ
り
既
に
支
給
さ
れ
た
宿
日
直
手
当
は
、
改
正
後
の
規
程
の

規
定
に
よ
る
宿
日
直
手
当
の
内
払
と
み
な
す
。
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